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高リグナン含有ゴマ品種「にしきまる」の育成

「にしきまる」は、高リグナンゴマのバリエーションの充実を目的に、茨城県の在来種

の金ゴマ「真瀬金」を母に、セサミンとセサモリン含量が高く粒色が褐色の「関東 12 号

（ごまぞう）」を父とした交配組み合わせから育成された品種であり、以下の特徴を有する。

１．成熟期は金ゴマの在来種「真瀬金」と同程度で、高リグナン品種「ごまぞう」より

約 2 週間程度早い。

２．草丈は「ごまぞう」と「真瀬金」より低く、分枝数は「真瀬金」より多く、「ごまぞ

う」と同程度である。

３．子実収量は「ごまぞう」より少ないが、「真瀬金」と同程度かやや多く、「まるえも

ん」と「まるひめ」よりも多い。

４．セサミンとセサモリン含量は「真瀬金」より高く、「まるひめ」と同程度である。

５．種皮色は「真瀬金」よりやや赤みのある黄褐色である。

６．関東以西の栽培に適する。

本品種は 2016 年から三重県と鹿児島県などの産地で栽培が始まっており、今後は金ゴ

マの特性を生かした機能性の高い商品の開発などによって国産ゴマの生産振興に役立つこ

とが期待できる。
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A new high-lignan sesame variety “Nishikimaru” was developed at the NARO Institute 
of Crop Science in 2015. “Nishikimaru” was selected from the progeny of a cross between 
“Masekin” and “Kanto12 （Gomazou）” to improve high-lignan sesame. “Nishikimaru” has an 
earlier harvesting date than “Gomazou”. The plant height of “Nishikimaru” is shorter than that 
of “Masekin” and “Gomazou”, and it has more branches than “Masekin”. The yield ability of 
“Nishikimaru” is similar to or higher than that of “Masekin” and lower than that of “Gomazou”. 
“Nishikimaru” has a gold seed coat color, and contains higher levels of sesamin and sesamolin 
than “Masekin”. “Nishikimaru” is adapted to the fl atland from the Kanto region to the west of 
Japan.
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日本のゴマは戦後、水田畑作における換金作物

として各地で栽培されていた。しかし、その後の

経済成長下における農家人口減少に伴い、経営形

態が多様化するなかで、ゴマ栽培は省力化への対

応の遅れやその低収益性から敬遠され、近年では

作付け面積は数百 ha まで減少し、ゴマの自給率

は 0.1％程度と推測されている （農林水産省 2007）。

一方、消費者からは日本食への回帰や、セサミン

やセサモリンに代表されるゴマリグナン類の健康機

能性が注目され、日本におけるゴマの総需要量は

年々増加し、およそ 16 万トンとなっている。この中、

欧米や中国における需要の増大からゴマの需給は

逼迫しており、中南米やアフリカ諸国から日本への

輸入価格はトン当たり 20 万円を超え高騰している 

（農林水産 2016）。このため、実需者、消費者にとっ

ても国産ゴマが魅力的な商品となり、各地のゴマ

加工メーカーによる国産ゴマ商品は例年品薄の状

態になっている。また、近年、各地で産地形成が

進みゴマ単品でも 6 次産業化を推進している産地も

見られる （大潟　2011）。

これまで、農業・食品産業技術総合研究機構次

世代作物開発研究センター （旧作物研究所。以下、

次世代作物開発研究センター） はゴマの高付加価

値化を目指し、2002 年に従来のゴマ商品にはない

特徴としてセサミンとセサモリンを多く含んでいる新

品種「ごまぞう」 （安本ら　2003） を開発し、これは

国産ゴマ復活に大きく貢献できる品種として期待さ

れた。「ごまぞう」は機能性に優れた国産ゴマとし

て消費者に受け入れられ、需要が伸びつつあるが、

成熟期が遅いことや萎ちょう病に弱いことなどから、

生産者からは成熟期が早く、病気に強い栽培特性

の優れた品種が求められている。

食用ゴマには白ゴマ、黒ゴマの他、金ゴマ （種

皮色が黄褐色のゴマ） が主として用いられ、それ

ぞれの特色を生かしたゴマ商品が売り出されている

が、中でも金ゴマは香りが高く味にコクがあること

から人気がある。このため、次世代作物開発研究

センターでは、セサミン、セサモリン含量の高い金

ゴマ品種の育成を進め、「にしきまる」を育成した。

「にしきまる」はセサミンとセサモリンを多く含む金

ゴマであるので、商品化しやすい。また、「ごまぞ

う」よりも熟期が早く、萎ちょう病にも強い。次世代

作物開発研究センターで育成されたセサミン含量の

高い黒ゴマ品種の「まるえもん」やセサミンとセサ

モリン含量が高い白ゴマ品種の「まるひめ」 （大潟

ら　2013） より収量が多い。これらのことから「にし

きまる」は国産ゴマの生産振興や産地形成に大きく

貢献できると考えられる。本報告では「にしきまる」

の育成経過及び特性について報告する。

本品種の育成にあたって、地域適応性試験を実

施していただいた岩手大学、鳥取大学、九州沖縄

農業研究センター、そして現地試験を実施していた

だいた長野県駒ケ根市、兵庫県西脇市、鹿児島県

南さつま市金峰町の関係者の方々に多大なご協力

をいただいた。また、加工試験や食味試験にご協

力いただいた九鬼産業 （株）、カタギ食品 （株） の

方々に厚く感謝する。なお、本品種の育成にあたっ

て、選抜および生産力検定試験などの圃場試験は、

中央農業総合研究センター業務 3 科および業務 2 

科の支援により遂行したものである。ここに、深甚

の謝意を表する。

Ⅰ　緒　　言

「にしきまる」は、高リグナン含量品種「ごまぞ

う」の特性である粒色が褐色な点、既存品種より

も晩生な点等を改良することを目的に、次世代作物

開発研究センターにおいて、茨城県の在来品種の

Ⅱ　来歴及び育成経過
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育成地において、表 2 と図 2 に示した耕種概要

により、表 3 の調査方法に基づき生産力検定試験

と特性検定試験を行った。種苗特性審査基準に従

い、茨城県の在来品種「真瀬金」を標準品種、「ご

まぞう」を対照品種とした調査結果に基づいて分類

した「にしきまる」の特性を表 4 に示した。

「にしきまる」 の伸育性は“無限型”、 草丈は

“中” で標準・対照品種と同程度かやや低い。茎

の形状では分枝が「ごまぞう」と同じ“下位分枝

型”で「真瀬金」の“無分枝型”と異なる。茎の

毛が“やや疎”、第 １ 果までの節数が「ごまぞう」

と同じ“中”である。葉の形状では、葉身長、葉

幅はそれぞれ“やや長”と“中”で「真瀬金」と

同じで、葉身の緑色は“中”で対照・標準品種と

Ⅲ　特性概要

真瀬金

TOYAMA016 にしきまる

関東１２号
（ごまぞう）

H65

図１　「にしきまる」の系譜

表１　「にしきまる」の選抜経過

年次世代
2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9

栽

植

系統群数 2 2 2 1 2 2 1 1 1

系統数 2 2 2 1 32 24 18 12 8

個体数 5 364 360

選

抜

系統群数 世促 2 2 2 2 1 1 1
系統数 2 2 20 16 14 10 8
個体数 36 32 24 18 12 8 8

年次世代
2009 2010 2011 2012 2013 2014

F10 F11 F12 F13 F14 F15

栽

植

系統群数 1 1 1 1 1 1

系統数 5 5 5 1 1 1

個体数

選

抜

系統群数 1 1 1

系統数 4 4 4

個体数 5 5 5

金ゴマ「真瀬金」を母本、「関東 12 号 （ごまぞう）」

を父本として、2001 年に交配した後代から育成した

品種である （図 1、表 1）。

2002 年には作物研究所において成熟期の早さに

ついて集団選抜を行い、2003 年には粒色が黄褐色

の系統の選抜を行った。以後、系統育種法により

リグナン含量、農業特性を中心に選抜・固定を行っ

た。2010 年 と 2011 年 に 生 産 力 予 備 検 定 を 行 い、

2012 年からは「関東 17 号」の地方系統番号を付

して生産力検定試験を行うとともに地域適応性試験

に供試した。これらの試験から成績が優秀である

と判断し、2015 年 6 月に品種登録出願を行った。

2014 年における世代は F15 である。
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同じである。

花の形状は葉脈当たりの花数が「真瀬金」と同

じ“２花以上 （3 花型） ”で蜜腺はない。果実の形

状は、対照・標準品種と同じで、“４房室型”である。

種皮の色は“黄褐”でセサミン含有量は「真瀬金」

より多く、「ごまぞう」よりやや少ない“やや多”である。

早晩性では、「ごまぞう」より早生、「真瀬金」と同

等で、開花初めは“早”で、成熟期は“中”であ

る （表 4、写真 1、写真 2、写真 3）。

表２　育成地耕種概要（つくば市観音台地区試験圃場）

試験
年度

播種期
（月.日）

畦間
（cm）

株間
（cm）

施肥量（kg/10a） 面積
（m2/ 区）

反復数 マルチ
N P2O5 K2O

2012 6.5 80 15 4.8 7.2 4.8 12.8 3 黒色ビニル

2013 6.4 80 15 4.8 7.2 4.8 12.8 3 黒色ビニル

2014 6.3 80 15 4.8 7.2 4.8 12.8 3 黒色ビニル

図２　マルチ栽培法概略図

45cm
115cm

太線はマルチ

75cm

表３　調査方法

項 目 調　査　方　法

開 花 期 開花した個体数が５０％に達した日

成 熟 期 蒴が裂開した個体数が５０％に達した日

草 丈 成熟期における地際から茎頂までの高さ（１０－１２個体 /区調査）

最 下 着 朔 高 成熟期における最も下部にある蒴までの高さ（１２個体 /区）

分 枝 数 成熟期における主茎に着生した茎の本数（１０－１２個体 /区）

主 茎 蒴 数 成熟期における主茎に着生した朔の個数（１０－１２個体 /区）

朔 長 成熟期における蒴の基部から先端までの長さ（２個 /個体×１０－１２個体 /区）

子 実 収 量 成熟期以降に刈り取り、乾燥、脱穀後、唐箕をかけた子実の重さ

千 粒 重 子実千粒の重さ（４抽出 /区）

容 積 重 子実１００ml の重さ（４抽出 /区）

ｾ ｻ ﾐ ﾝ 含 量 子実２０粒を磨砕し８０％エタノールで抽出したのち HPLC で計測（２抽出 /区）。子実重当たりの含量

ｾ ｻ ﾓ ﾘ ﾝ 含 量 子実２０粒を磨砕し８０％エタノールで抽出したのち HPLC で計測（２抽出 /区）。子実重当たりの含量

倒 伏 程 度 成熟期における倒伏の発生程度について指数：０ （無）から４（甚）で観測調査（試験区単位）

病害発生程度 成熟期における各病害の発生程度について指数：０（無）から４（甚）で観測調査（試験区単位）
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表４　種苗特性分類

品種名

草姿 茎　の　形　状 葉　の　形　状

伸
育
性

草

丈

分
枝
位
置

茎
毛
密
度

ま第
で１
節果
数

帯
化
有
無

葉
身
長

葉
幅

葉葉
幅身
比長
　と

複
葉
着生

葉
身
緑
色

葉
柄
長

にしきまる
真瀬金（標準）
ごまぞう（対照）

無限
無限
無限

中
中
中

下
無
下

やや疎
中
中

中
少
中

無
無
無

やや長
やや長
やや長

中
中

やや狭

やや小
小
中

少
少
少

中
中
中

中
長
中

品種名

ン葉
蓄柄
積ア
　ン
　ト
　シ
　ア
　ニ

花の形状 果実の形状

葉
脇
花
数

蜜腺 ク花
濃筒
さ部
　ピ
　ン

ク下
濃唇
さ先
　端
　ピ
　ン

花
筒
部
毛
密
度

蒴
果
房
室
数

蒴
果
長

蒴
果
幅

蒴
果
毛

蒴
果
の
裂
開

にしきまる
真瀬金（標準）
ごまぞう（対照）

有
有
有

3花
3花
1花

無
無
有

中
中
中

中
中
濃

中
中
中

４
４
４

中
中
中

中
中
中

中
中
中

有
有
有

品種名

早晩性

種
皮
色

含セ
有サ
量ミ
　ン

開
花
始

成
熟
期

にしきまる
真瀬金（標準）
ごまぞう（対照）

黄褐
黄褐
褐

やや多
少
多

早
早

やや早

中
中

やや晩

平成 17（2005）年 3 月作成の審査基準に基づく

写真１「にしきまる」（左）と「真瀬金」（右）の立毛草姿

（２０１４年９月３日撮影、つくば市観音台圃場）
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写真２「にしきまる」（左）と「ごまぞう」（中）と「真瀬金」（右）の個体全図

（２０１４年９月２日撮影、つくば市観音台圃場）

写真３　「まるえもん」（左上）、「ごまぞう」（右上）

「まるひめ」（左下）、「にしきまる」（中下）、「真瀬金」（右下）の子実外観
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１．育成地における試験成績

2012 － 2014 年 の 3 年 間 実 施 し た 生 産 力 検 定

試 験 の 結 果 を 表 5 か ら 表 8 に 示 し た。「 に し き ま

る」の成熟期は「真瀬金」と同程度で、「ごまぞう」

より 2 週間程度早かった。草丈は「真瀬金」より

12cm、「ごまぞう」より 13cm 低く、最下着蒴高は

「 真 瀬 金 」 よ り 18cm 高 く、「 ご ま ぞ う 」 よ り 6cm
低 か っ た。 分 枝 数 は「真 瀬 金」 よ り 多 く、「ご ま

ぞ う 」 と 同 程 度 で あ っ た （ 表 5） 。 主 茎 蒴 数 は

「ごまぞう」より多く、「真瀬金」より少なかった。

子 実 収 量 は「真 瀬 金」 と 同 程 度 か や や 多 い が、

「 ご ま ぞ う 」 よ り 少 な か っ た。 千 粒 重 は「 真 瀬

金」よりやや小さく、「ごまぞう」と同程度であった 

（表 6）。種皮色は「真瀬金」と同じ黄褐色であるが、

や や 赤 み の あ る 黄 褐 色 で あ っ た （写 真 3）。 セ サ

ミン含量は「真瀬金」より多いが、「ごまぞう」よ

りやや少なかった。セサモリン含量は「真瀬金」

よ り 多 く、「ご ま ぞ う」 と 同 程 度 で あ っ た （表 7）。

Ⅳ　試験成績

表５　育成地における生産力検定試験（生育特性）

cm cm
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表６　育成地における生産力検定試験（生産性・生産物特性）

mm kg/ a g g/ ml

表７　育成地における生産力検定試験（生産性・生産物特性）

mg/g mg/g
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倒伏の発生は「真瀬金」よりやや多く、「ごまぞ

う」と同程度であった。萎ちょう病の発生は「真

瀬 金 」 と 同 程 度 で、「ご ま ぞ う」 より少 な か っ た 

（表 8）。

2013 ～ 2014 年の 2 年間、栽培特性を明らかに

するために標肥標植、標肥密植、多肥標植、多肥

密植の 4 種類の試験を行った。生育調査及び収

穫物調査の結果を表 9、表 10 に示す。「にしきま

る」は施肥量や栽植密度を変えても成熟期や草丈、

最下着蒴高はあまり変わらなかったが、密植栽培

では分枝数が少なくなった （表 9）。子実収量と千

粒重は栽植密度や施肥量を変えても変わらない

表８　育成地における生産力検定試験（倒伏および病害発生程度）

表９　育成地における栽培特性試験（施肥・栽植密度）における生育特性

cm cm
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が、セサミン含量とセサモリン含量は密植区でやや

低くなった （表 10）。また、播種期試験 （標播と晩

播） を行い、結果を表 11 と表 12 に示した。「にしき

まる」は晩播すると収量がかなり低くなり、セサミン、

セサモリン含量が低くなり （表 11） 、オレイン酸含量

が低くなった （表 12）。晩播では標播より種皮色が

濃くなる傾向があった （写真 4）。

固定度調査の結果より、開花期、成熟期、草丈、

最下着蒴高、主茎蒴数、分枝数、千粒重、セサミ

ン含量、セサモリン含量の平均値および変異係数よ

り、「にしきまる」 は実用的に十分固定していると推

定できた （表 13）。

表 10　育成地における生産力検定試験（倒伏および病害発生程度）

kg/ a g mg/g mg/g
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表 11　育成地における栽培特性試験（播種期）の特性

kg/ a mg/g mg/g

表 12　育成地における栽培特性試験（播種期）の品質特性

%
g/ g seed

写真４　播種期を異にする「にしきまる」の種皮色

播種期は、2013 年 6 月 3 日（左上）、2013 年 6 月 28 日（左下）、

2014 年 6 月 4 日 ( 右上 )、2014 年 7 月 3 日 ( 右下 )

いずれも作物研究所谷和原試験圃場産
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２．配布先における「にしきまる」の

試験成績

栽培地による「にしきまる」の生育特性の違いを

明らかにするため、2012 年度から 2014 年度に全国

6 ヵ所で地域適応性試験を実施した。対照品種とし

て「真瀬金」、比較品種として「ごまぞう」を供試し、

慣行法による栽培を行って生育特性を比較した。配

布先における耕種概要を表 14 に示す。また、生育

特性の試験結果を表 15、生産性および品質特性を

表 16 に示す。

開花期と成熟期は地域間で異なっているが概ね

「真瀬金」と同程度で「ごまぞう」より早かった。

分枝数はどの地域においても「真瀬金」より多く、

「ごまぞう」と同じ下位分枝型の草型であった。草

丈は「真瀬金」と「ごまぞう」より低かったが、最

下着蒴高は地域によって異なるが概ね「真瀬金」

より高く、「ごまぞう」と同程度であった （表 15） 。

子実収量は地域間での変動が大きく、長野県駒ヶ

根市と兵庫県西脇市、鳥取大学、九州沖縄農業研

究センターでは「真瀬金」と同等かやや多収だっ

たが、岩手大学と鹿児島県南さつま市金峰町では

「真瀬金」より低収であった。種皮色はどの地域に

おいても「真瀬金」と同じく黄褐色で「ごまぞう」

は褐色であった。千粒重は地域間と年次間で差が

あり、作柄によって影響を受けていると推察された。

セサミン含量は「にしきまる」が 4.4-7.6mg/g で

あるのに対して「真瀬金」は 2.3-4.3mg/g、「ごまぞ

う」が 6.1-10.1mg/g で、地域によって差はあるが、

どの地域においても「真瀬金」より多く、「ごまぞ

う」より少なかった。セサモリン含量は「にしきまる」

表 13　「にしきまる」の各種形質に関する平均値と変異係数 (2014)

cm cm

-
-
-
-

-
-
-
-

g mg/g mg/g
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が 3.2-5.6mg/g であるのに対し、「真瀬金」が 1.7-
3.6mg/g、「ごまぞう」が 3.1-5.9mg/g で、どの地域

においても「真瀬金」より多く、「ごまぞう」やや少

なかった。この結果より、「にしきまる」の高リグナ

ン系統としての特性は安定していることが明らかと

なった （表 16）。

「にしきまる」は岩手大学 （岩手県滝沢市） の試

験において、収量が上がらなかったため、寒冷地

での栽培には適していないと考えられた。また、九

州地方においては地域適応性試験を行った 3 年間

のうち 2013 年と 2014 年は台風などの害を受け大幅

に子実収量が下がった。本来、九州地方はゴマの

栽培適地であり、「にしきまる」についても九州地

方の栽培に適していると考えられるが、台風などの

害を受けることによって減収することがあることに留

意する必要があると考えられた。

３．実需者による品質評価

国内ゴマメーカー 2 社による「にしきまる」の加

工試験と官能試験の結果を表 17 と表 18 に示す。

A 社の試験では「にしきまる」は搾油用原料とし

ては、油分含量が 50％以上、酸価も低い値であり、

ゴマ油用の原料として利用可能である。ゴマ油とし

ての香味はゴマ油特有の焙煎臭を有し、ゴマ油原

料として問題ない香味であると評価された。いりゴ

マとしては、いりゴマの焦げ香ばしさ、香味が濃く

感じられ、原料由来の香味 （土、ほこり臭味） が有り、

苦みがあると評価された。

B 社の試験では「にしきまる」は、酸価や過酸

化物価などに問題はなく、香味に異味異臭はなく、

いりゴマ、搾油どちらもおいしく食用として問題はな

いと評価された。また、セサミン量に関しては、「ご

まぞう」よりも低い分析値となったものの、通常の

ゴマと比較してセサミン量の多いゴマであると言え

る、と評価された。

表 14　配布先における生産力検定試験耕種概要

kg/ a
cm cm P m

t a

t

t
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表 15　「にしきまる」の配布先における生育特性

cm cm

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*
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表 16　「にしきまる」の配布先における生産性および品質特性

kg/ a g mg/g mg/g
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表 17　Ａ社における「にしきまる」の品質評価結果

%
%

mesh on
~ mesh
~ mesh
~ mesh
mesh pass

%
C
C -
C
C -
C -
C -
C
C -
C
C

mg/g
mg/g

JAS

%

meq/kg
%
%
mg/ g HPLC

B

表 18　Ｂ社における「にしきまる」の品質評価結果
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「にしきまる」の育成に従事した研究員の担当し た世代を表 19 に示す。

次世代作物開発研究センターではこれまでにセ

サミンとセサモリン含量の高い褐色のゴマ「ごまぞ

う」、黒ゴマ「まるえもん」、白ゴマ「まるひめ」を

育成した。この 3 品種に金ゴマ「にしきまる」が加

わり、高リグナンゴマのカラーバリエーションが揃っ

たことから、それぞれの種皮色や食味の特色を生

かした加工品の開発が行われることを期待してい

る。これまでに育成した品種の中でも「ごまぞう」

は消費者の国産志向に加えてゴマの健康機能性が

注目されていることから、需要が伸びている。今回

育成した「にしきまる」についても 6 次産業化を行っ

ている生産者や国産ゴマを取り扱う実需者から注目

されており、2016 年から三重県や鹿児島県などで

栽培が始まっている。三重県では県産ゴマ増産プ

ロジェクトを行っており、その中で「にしきまる」が

増産の対象となっているため、さらに栽培面積が拡

Ⅵ　命名の由来

Ⅶ　育成従事者

育成地及び配布先の成績から、「にしきまる」の

栽培適地は関東以西の平坦地であると考えられる。

通常のゴマと同様に、連作による減収を避けるた

め、輪作に努める。

V　適応地帯と栽培上の注意

「にしきまる」のやや赤みがかった金色の粒色を

表すとともに、錦を飾ってほしいという願いを込め

命名した。

氏　　名
2001 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 2014 年度

所属機関F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 F11 F12 F13 F14 F15

加藤晶子 作物研

大潟直樹 作物研

勝田真澄 北農研

山田哲也 作物研

安本知子 中央研

杉浦　誠 近農研

表 19　育成従事者と試験期間

Ⅷ　考　　察
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大すると考えられる。今後は品種名を表記したゴマ

加工品の開発・販売を目標として、普及を進めて

栽培面積を増やすとともに単収を上げるための栽培

技術を明らかにすることが必要である。「にしきまる」

は在来種の金ゴマ「真瀬金」より草丈が低く収量

性も同程度かやや優れており、「ごまぞう」より草

丈が低く、病気に強く、早く収穫できるため栽培し

やすい品種である。これらの特性を生かした栽培技

術を確立することによって、生産量が増加し商品開

発も進むと考えられ、国産ゴマの生産振興に大きく

貢献できると期待できる。

ゴマの機能性成分については、ゴマリグナンの一

種であるセサミンは機能性に関する研究が進んでお

り、サプリメントなども販売されているため知名度

が高い。セサモリンはセサミンの化学構造の一方に

アセタール酸素架橋をもつ構造をしており、ゴマ油

精製工程で抗酸化性リグナンであるセサモールに変

換されることが明らかになっている。主なゴマリグ

ナンにはセサミンとセサモリンのほかにもセサミノー

ルがあり、セサミンやセサモリンとは異なる機能性

が明らかになりつつあり、注目されている （並木ら

　2015）。セサミノールはゴマ種子中に配糖体の形

で含まれており、腸内細菌によって加水分解されて

腸管から吸収され、生体膜などの酸化的障害を防

御すると考えられている （Kang et al. 1999）。セサミ

ノール配糖体の含量は品種間差が大きいことが明

らかになっており （加藤ら　2015）、このことはセサ

ミノール配糖体を多く含む個体や系統を選抜できる

可能性が高いことを示唆している。これまで当研究

センターで育種した品種は十分高いセサミン・セサ

モリン含量を有しているため、「ごまぞう」以上に高

含量の品種の育成は難しいと考えられる。筆者らの

予備的な分析の結果、「にしきまる」のセサミノー

ル配糖体の含量は高含有の遺伝資源と比較すると

やや低かった。今後はさらなる高付加価値化を目

指すため、「にしきまる」のセサミノール配糖体含

量を高めるなど、新たな育種に取り組む必要がある

だろう。
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